
医
療
従
事
者
の

働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
に

　
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
２
月

７
日
、
２
０
２
０
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
案
に
つ
い

て
了
承
し
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、①
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、

医
師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
、
②
患
者
・
国
民
に

と
っ
て
身
近
で
あ
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い

医
療
の
実
現
、
③
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
、
連
携

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
④
効
率
化
・

適
正
化
を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の

向
上
、
の
４
つ
の
基
本
的
視
点
に
基
づ
く
内
容
と
な

っ
て
い
る
（
図
）。

　
全
体
の
改
定
率
は
、
診
療
報
酬

本
体
＋
0
・
55
％
、
薬
価
等
△

1
・
01
％
（
薬
価
△
0
・
99
％
、

材
料
価
格
△
0
・
02
％
）
と
な
っ

た
。本
体
改
定
率
は
、通
常
分
の
＋

0
・
47
％
（
医
科
＋
0
・
53
％
、

歯
科
0
・
59
％
、
調
剤
＋
0
・

16
％
）、
本
体
部
分
＋
0
・
55
％

の
う
ち
救
急
病
院
に
お
け
る
勤
務

医
の
働
き
方
改
革
へ
の
特
例
的
な

対
応
分（
消
費
税
財
源
）と
し
て
＋

0
・
08
％
を
充
て
て
い
る
。

　
主
要
な
改
定
項
目
は
、
次
の
通

り
。

≪
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、
医

師
等
の
働
き
方
改
革
の
推
進
≫

　
過
酷
な
勤
務
環
境
と
な
っ
て
い

る
救
急
病
院
へ
の
評
価
と
し
て
、

「
地
域
医
療
体
制
確
保
加
算
」

（
５
２
０
点
）
を
新
設
。
10
対
1

看
護
配
置
以
上
の
入
院
基
本
料
・

入
院
料
の
入
院
初
日
に
加
算
す

る
。
要
件
は
、
救
急
車
・
救
急
医

療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送

件
数
が
年
間
２
０
０
０
件
以
上
で

　2020 年度の診療報酬改
定は、診療報酬本体引き上げ

（＋ 0.55％）・薬価等引き下
げ（薬価△ 0.99％、材料価
格△ 0.02％）で全体として
は引き下げとなりました。本
体 部 分 ＋ 0.55 ％ の う ち ＋
0.08％は救急病院における
勤務医の働き方改革への特例
的な対応であり、消費税を財
源としていることなど、改定
のポイントをみていきます。

２
０
２
０
年
度

診
療
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

※なお、今年度は診療（調剤）報酬改定説明会が新型コロナウイルスの影響を考慮し中止され、代わりに説明の動画が公表されています。
　(https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000196352_00001.html)

改定に当たっての基本認識

改定の基本的視点と具体的方向性

▶ 健康寿命の延伸、人生100年時代に向けた「全世代型社会保障」の実現
▶ 患者・国民に身近な医療の実現
▶ どこに住んでいても適切な医療を安心して受けられる社会の実現、医師等の働き方改革の推進
▶ 社会保障制度の安定性・持続可能性の確保、経済・財政との調和

１ 医療従事者の負担軽減、医師等の働き方改革の推進 【重点課題】
【具体的方向性の例】

・医師等の長時間労働などの厳しい勤務環境を改善する取り組みの
評価

・地域医療の確保を図る観点から早急に対応が必要な救急医療体制
等の評価

・業務の効率化に資するICTの利活用の推進 

３ 医療機能の分化・強化、連携と地域包括ケアシステムの推進
【具体的方向性の例】

・医療機能や患者の状態に応じた入院医療の評価
・外来医療の機能分化
・質の高い在宅医療・訪問看護の確保
・地域包括ケアシステムの推進ための取り組み 

２ 患者・国民にとって身近であって、安心・安全で質の高い医療の実現
【具体的方向性の例】

・かかりつけ機能の評価
・患者にとって必要な情報提供や相談支援、重症化予防の取り組み、

治療と仕事の両立に資する取り組み等の推進
・アウトカムにも着目した評価の推進
・重点的な対応が求められる分野の適切な評価
・口腔疾患の重症化予防、口腔機能低下への対応の充実、生活の質に

配慮した歯科医療の推進
・薬局の対物業務から対人業務への構造的な転換を推進するための

所要の評価の重点化と適正化、院内薬剤師業務の評価
・医療における ICTの利活用

４ 効率化・適正化を通じた制度の安定性・持続可能性の向上
【具体的方向性の例】

・後発医薬品やバイオ後続品の使用促進
・費用対効果評価制度の活用
・市場実勢価格を踏まえた適正な評価等
・医療機能や患者の状態に応じた入院医療の評価（再掲）
・外来医療の機能分化、重症化予防の取り組みの推進（再掲）
・医師・院内薬剤師と薬局薬剤師の協働の取り組みによる医薬品の適

正使用の推進

2020年度診療報酬改定の基本方針（概要）図
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が
あ
る
）の
届
出
で
も
算
定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
普
及
を
図
る
た
め
の
機
能

強
化
加
算
に
つ
い
て
は
、
患
者
へ
の
情
報
提
供
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、要
件
に「
必
要
に
応
じ
て
、専
門
医
、

専
門
医
療
機
関
に
紹
介
す
る
」、「
医
療
機
能
情
報
提

供
制
度
を
利
用
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有
す

る
医
療
機
関
が
検
索
で
き
る
」、「
掲
示
内
容
を
書
面

に
し
た
も
の
を
院
内
の
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
に
置
き
、

必
要
に
応
じ
て
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
患

者
か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
交
付
す
る
こ
と
」を
加
え
た
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
他
の
医
療
機
関
の
連
携

を
強
化
す
る
た
め
、
診
療
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
評
価
す
る
診
療
情
報
提
供
料
Ⅲ
（
１
５
０
点
）
を

新
設
。
①
か
か
り
つ
け
医
が
他
の
医
療
機
関
に
患
者

を
紹
介
し
、
そ
の
医
療
機
関
が
か
か
り
つ
け
医
に
診

療
状
況
を
文
書
で
提
供
し
た
場
合
（
３
月
に
１
回
）、

②
産
婦
人
科
の
主
治
医
が
妊
婦
を
他
の
医
療
機
関
に

紹
介
し
、
そ
の
医
療
機
関
が
主
治
医
に
診
療
状
況
を

文
書
で
提
供
し
た
場
合（
月
１
回
）、に
算
定
で
き
る
。

　
小
児
に
対
す
る
継
続
的
な
診
療
を
推
進
す
る
た

め
、
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
、
小
児
科
外
来
診
療

料
の
算
定
対
象
患
者
を
、
３
歳
未
満
か
ら
６
歳
未
満

に
拡
大
し
た
。

　
外
来
患
者
へ
の
重
複
投
薬
解
消
に
対
す
る
取
り
組

み
を
評
価
す
る
た
め
、
６
種
類
以
上
の
内
服
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
患
者
か
ら
の
求
め
に
基
づ
き
、
処
方

医
に
重
複
投
薬
の
解
消
に
係
る
提
案
を
行
っ
た
場
合

の
「
服
用
薬
剤
調
整
支
援
料
２
」（
１
０
０
点
／
３

月
に
１
回
ま
で
）
を
新
設
し
て
い
る
。
な
お
、
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
包
括

管
理
料
に
つ
い
て
は
、「
患
者
と
の
会
話
の
や
り
と

り
が
他
の
患
者
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
等
で
区
切
ら
れ
た
独
立
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
有
す

あ
る
こ
と
、
病
院
勤
務
医
の
負
担
軽
減
や
処
遇
改
善

に
つ
な
が
る
体
制
（
勤
務
時
間
・
状
況
の
把
握
、
改

善
を
提
言
す
る
責
任
者
の
設
置
、
負
担
軽
減
・
処
遇

改
善
計
画
を
作
成
す
る
委
員
会
ま
た
は
会
議
の
設
置

等
）
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
同
加
算
の
対

象
と
な
ら
な
い
救
急
病
院
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
で
、
医
師
の
労
働
時
間
短
縮

の
た
め
の
体
制
整
備
を
支
援
す
る
。

　
さ
ら
に
、「
救
急
搬
送
看
護
体
制
加
算
」
を
２
段

階
評
価
と
し
（
上
位
と
な
る
同
加
算
１
を
新
設
）、

同
加
算
１
を
４
０
０
点
、同
加
算
２
を
２
０
０
点（
改

定
前
と
同
じ
）
と
し
た
。
同
加
算
１
の
要
件
は
、
救

急
車
・
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
件

数
が
年
間
１
０
０
０
件
以
上
、
専
任
の
看
護
師
を
複

数
名
配
置
等
と
な
っ
て
い
る
。
同
加
算
２
は
、
改
定

前
の
救
急
搬
送
看
護
体
制
加
算
の
要
件
と
同
じ
で
あ

る
。

　
医
療
従
事
者
の
柔
軟
な
働
き
方
に
対
応
す
る
た

め
、
常
勤
配
置
に
係
る
要
件
や
専
従
要
件
を
緩
和
。

週
３
日
以
上
か
つ
週
24
時
間
以
上
の
勤
務
を
行
っ
て

い
る
複
数
の
非
常
勤
職
員
を
組
み
合
わ
せ
た
常
勤
換

算
で
も
配
置
可
能
と
し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、
週

３
日
以
上
か
つ
週
22
時
間
以
上
の
勤
務
を
行
っ
て
い

る
複
数
の
非
常
勤
職
員
を
組
み
合
わ
せ
た
常
勤
換
算

で
配
置
可
能
と
す
る
。
医
師
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

非
常
勤
職
員
を
組
み
合
わ
せ
た
常
勤
換
算
で
も
配
置

可
能
と
す
る
項
目
を
拡
大
す
る
。

　
タ
ス
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
進
め
る
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
等
の

配
置
を
評
価
す
る
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算
が

算
定
で
き
る
対
象
病
棟
を
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、

結
核
病
棟
、
有
床
診
療
所
、
特
殊
疾
患
病
棟
、
精
神

科
急
性
期
治
療
病
棟
、
精
神
療
養
病
棟
、
認
知
症
治

療
病
棟
等
に
拡
大
、
報
酬
も
加
算
の
各
段
階
（
計
16

段
階
）
で
一
律
50
点
引
き
上
げ
て
い
る
。
看
護
職
員

夜
間
配
置
加
算
、
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
の
引

き
上
げ
、
麻
酔
管
理
料
Ⅱ
の
要
件
見
直
し
（
一
部
の

行
為
を
、
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
が
実

施
し
て
も
算
定
可
に
）
も
行
わ
れ
る
。

　
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
、
看
護
補
助
者
と
の
業
務

分
担
・
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
看
護
職
員
夜
間
配

置
加
算
（
４
段
階
＋
注
加
算
３
種
類
）
は
一
律
10
点
、

急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
（
７
段
階
）
は
一
律
30

点
、
看
護
補
助
加
算
（
４
段
階
）
は
10
～
12
点
、
夜

間
看
護
加
算
（
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
注
加
算
）

と
看
護
補
助
者
配
置
加
算
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入

院
料
の
注
加
算
）
は
各
10
点
、
看
護
補
助
加
算
（
障

害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の
注
加
算
）（
２
段
階
）

は
一
律
12
点
引
き
上
げ
て
い
る
。

　
結
核
病
棟
や
精
神
病
棟
の
入
院
患
者
に
対
す
る
栄

養
面
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
推
進
す
る
た
め
、
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
加
算
の
算
定
対
象
と
な
る
入
院
料

に
、
結
核
病
棟
入
院
基
本
料
、
精
神
病
棟
入
院
基
本

料
お
よ
び
特
定
機
能
病
院
入
院
基
本
料（
結
核
病
棟
、

精
神
病
棟
）
を
追
加
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
と

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
拡
大

≪
患
者
・
国
民
に
と
っ
て
身
近
で
あ
っ
て
、
安
心
・

安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
実
現
≫

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
包

括
診
療
加
算
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
改
定
前

は
、
時
間
外
対
応
加
算
１
・
２
の
届
出
が
要
件
と
な

っ
て
い
た
が
、
同
加
算
３
（
準
夜
帯
の
問
い
合
わ
せ

に
複
数
の
診
療
所
に
よ
る
連
携
で
対
応
で
き
る
体
制
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